
むらの人口 （平成 26 年 10 月１日現在）　（　）は前月比
 総数：9,275 人（＋13）    男 : 4,517 人（+7）  女 : 4,758 人（+6）
 世帯数 : 3,348 世帯（+15）
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宮田中の文化祭「梅樹祭」。写真は秋空の
下行われたミニ運動会“我らの広場”。大
縄跳びや趣向を凝らしたリレーで、とって
も盛り上がり、とっても楽しそうな生徒た
ちでした。（か）　【関連記事 12㌻ TOPICS】

会計名 歳入 歳出 差引額

 国民健康保険 8 億 6,252 万円 7億 5,356 万円 1億 896 万円

 介護保険 6 億 5,899 万円 6億 4,322 万円 1,577 万円

 後期高齢者医療 8,515 万円 8,338 万円 177 万円

■特別会計

水道事業会計 収入 支出 差引額

収益的収支 1 億 4,659 万円 1億 3,568 万円 1,091 万円

資本的収支 298 万円 1億 8,522 万円 △ 1億 8,224 万円
下水道事業会計 収入 支出 差引額

収益的収支 2 億 53 万円 4億 6,174 万円 △ 2億 6,121 万円

資本的収支 2 億 1,852 万円 2億 1,031 万円 821 万円

■企業会計

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
が
議
会
９

月
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
村
に
入
っ
た
お
金
が
ど
の
よ
う
な
目
的

で
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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算
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告
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前
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０
・
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ま
し
た
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企
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部
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な
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２
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収
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収
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携
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収
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０
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。
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８
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％
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繰
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。
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入
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入
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１．事業収益
・公有地取得事業 25,949,000 円
・土地造成事業 31,653,000 円
・付帯事業等 2,811,706 円
　　計 60,413,706 円…①

２．事業原価
・公有地取得事業 25,949,000 円
・土地造成事業 32,078,759 円
・受託事業等 0 円
　　計 58,027,759 円…②
■総利益（①－②） 2,385,947 円…③

３．販売費・一般管理費
・人件費 56,000 円
・経費 817,990 円
　　計 873,990 円…④
■事業利益（③－④） 1,511,957 円…⑤
４．事業外収益（受取利息） 4,560 円…⑥
５．事業外費用（支払利息） 1,074,199 円…⑦
■経常利益（⑤＋⑥－⑦） 442,318 円…⑧
６．特別損失（前期損益修正損） 10,000 円…⑨
■当期純利益（⑧－⑨） 432,318 円

歳出総額
  41億2,576万円

性質別

歳出
【村の支出】

人件費
 6億9,127万円 16.8％

その他の経費

 5億 6,622万円
      13.7％

扶助費
 4億 6,153万円11.2％

公債費

 4億3,700万円 10.6％

物件費 5億 767万円 12.3％

普通建設事業
 5億8,218万円
        14.1％

補助費等 8億 5,654万円  
20.7％

維持補修費
2,335万円 0.6％

自
主
財
源

依存
財
源 歳入

【村の収入】

その他 1億8,099万円
　4.2％

村税　村民税、固定資産税

11億 9,873万円　27.6％

村債　村の借金

 4 億 9,104万円　11.3％

県支出金　県からの補助金

 1 億 7,066万円　3.9％

地方交付税　国から地方に交付されるお金

 10億 9,421万円　25.2％

国庫支出金　国からの補助金

 4 億 707万円　9.4％

諸収入 他　負担金、使用料等

5億 7,115万円　13.1％

繰越金　前年度からの繰越

2億 2,998万円　5.3％

普通通建建普通建
 55億億億億億億億億8,8,
       

目的別

歳出
【村の支出】

公債費 4億3,700万円
10.6％

議会費 6,546万円
            1.6％

総務費
 8億 6,954万円 
　     21.1％

民生費
11億3,871万円
　     27.6％

衛生費
2億2,052万円 5.3％

土木費
 4億7,664万円 11.6％

商工費
2億2,700万円 5.5％

消防費
 1億 4,623万円 3.5％

教育費
 2億 9,575万円 7.2％

諸支出金

2,343万円 0.6％

農林水産業費
2億2,548万円 5.5％

■ 土地開発公社 損益計算書 ■

歳
入
総
額

43
億

４
３
８
３
万
円

その他の会計

一般会計
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主な事業 村のお金を使って行った代表的な事業を紹介します

その他の主な事業

■第三セクター損失補償
　事業費 3 億 1,669 万円

　宮田観光開発㈱に係る損失補償

■土地改良事業（丸山井、大久保水路）
　事業費 9,010 万円

　丸山井の水門ゲート改修と大久保水
　路改修工事

■山小屋改修整備事業  事業費 2,867万円
　天狗荘のトイレ改修工事に対する補

　助金交付

■除雪対策事業 事業費 1,992 万円
　2月の豪雪時の除雪対策経費

貯金と借金 最近 3年間の村の貯金（基金）と借金（起債）の状況を紹介します

12万8,830円
貯金

43万6,550円
借金

村民一人
あたりに
換算すると…

H23 H25H24

39億 4,915万円

39億 7,680万円 40億5,467万円

4億 9,104万円借り入れ額

3億8,552万円返済額

村の借金（起債）の残高

増

H23 H25H24

13億 6,109万円
13億 247万円

11億9,657万円

減

村の貯金（基金）の残高

1億6,452万円
12 億

９億

６億

３億

40億

30 億

20 億

10 億

1億552万円

指　標
宮田村数値

説　明
24 年度 25 年度

 実質公債費比率 15.9％ 15.2％
　地方公共団体が 1年間に返済する借入金の大きさを表す指標です。

数値が小さいほど健全です。（平成 25 年度県平均：8.5％）

 将来負担比率 84.6％ 79.5％
　地方公共団体の将来負担すべき負債金額の大きさを示す指標です。

数値が小さいほど健全です。（平成 25 年度県平均 13.9％）

 財政力指数 0.48 0.49
　一定の行政サービスを行う経費に対し、どれだけ自前の財源で対応でき

るかを表す指数です。数値が高いほど財源に余裕があることになります。

 経常収支比率 75.0％ 81.9％
　村税などの一般的収入に対し、人件費や公債費など毎年支払わなけれ

ばならない支出がどのくらいの割合を占めているか表す指標です。数値

が低いほど財政にゆとりがあり、70～ 80％未満が妥当とされています。

財政指標 村の財政状況を評価するいくつかの指標を紹介します

安全歩行空間の創出のため、歩道
等の道路整備と環境整備を実施

子育て支援の拠点施設「う
めっこらんど」の建設

■ 子育て支援センター建設

事業費 2億588万円
■ 村道17号線道路改良工事

事業費 1億7,005万円
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使い道

総額 9億2,475万円 6億7,932万円 5,091万円

一人当り 9万9,564円 7万3,140円 5,482円

個人住民税充当額※ 7,209万円 7,472万円 638万円

納税者一人当たり 1万5,500円 1万6,066円 1,372円

ごみ処理や環境衛生など健康づくりなど
高齢者や障がい者の福祉保育園や学校など

子育て支援や教育関係

使い道

総額 2億2,548万円 2億2,701万円 4億7,664万円

一人当り 2万4,276円 2万4,441円 5万1,318円

個人住民税充当額※ 2,100万円 1,163万円 4,869万円

納税者一人当たり 4,515円 2,500円 1万468円

農林業の振興や
林道整備など 商工業や観光の振興など 道路・河川の整備など

使い道

総額 1億4,623万円 4億3,700万円 2,343万円

一人当り 1万5,744円 4万7,050円 2,521円

個人住民税充当額※ 1,899万円 5,980万円 337万円

納税者一人当たり 4,084円 1万2,858円 725円

消防や防災、災害復旧など 借入金の返済 その他土地購入費など

　※会計監査結果を村のホームページ（URL：http://www.vill.miyada.nagano.jp）で公表しています。
　　「くらし」のページ　⇒　村政情報　⇒　行財政経営　⇒　監査資料

村民一人あたりに使われたお金/納税者が収めた税金の使い道
（平成 26年 3月 31日現在の人口：9,288 人、納税者数：4,651 人）

使い道

総額 6,546万円 8億6,954万円

一人当り 7,048円 9万3,620円

個人住民税充当額※ 942万円 9,588万円

納税者一人当たり 2,025円 2万614円

議会の運営
役場庁舎管理や
広域行政に係る経費

特集 決算報告

平成 25 年度は１年間に

村民１人あたり

44万4,204円
       が使われました

※総額のうち、個人住民

税でまかなわれた額。

問総務課 管理財政係 ☎８５－３１８１
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こ
と
し
は
、
大
雨
の
影
響
に
よ

り
県
内
で
も
土
砂
災
害
に
よ
る
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
村

内
に
も
、
同
様
な
災
害
が
起
こ
り

や
す
い
地
域
が
存
在
し
ま
す
。
土

砂
災
害
の
警
戒
区
域
や
避
難
施
設

に
つ
い
て
、
改
め
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
災
害
の
種
類
や
被
災
の
状
況

に
よ
っ
て
避
難
場
所
が
変
わ
り
ま

す
。
防
災
無
線
の
放
送
な
ど
を
よ

く
聞
い
て
、
情
報
収
集
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
地
図
は
今
年
４
月

に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
「
土
砂
災

害
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
保
存

版
」
な
ど
か
ら
情
報
を
抜
粋
し
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
洪
水
に
関
す
る
情
報
や
そ
の
ほ

か
水
害
時
の
注
意
点
な
ど
に
関
し

て
は
、
保
存
版
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
総
務
係
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名称 住所
1 宮田村民会館 宮田村 7021

2 宮田村老人福祉センター 宮田村 6764-1

3 宮田小学校 宮田村 3220

4 宮田中学校 宮田村 3474

5 東保育園 宮田村 6745

6 西保育園 宮田村 2820

7 子育て支援センターうめっこらんど 宮田村 3459-1

8 宮田村農業者トレーニングセンター 宮田村 1926-10

9 宮田村文化会館 宮田村 1926-10

10 宮田村デイサービスセンター 宮田村 6838-1

11 町１地区高齢者支え合い拠点施設 宮田村 139-14

名称 住所
12 町２地区高齢者支え合い拠点施設 宮田村 3261-7

13 町３地区高齢者支え合い拠点施設 宮田村 3587-2

14 駒ヶ原地区高齢者支え合い拠点施設 宮田村 4657

15 北割地区高齢者支え合い拠点施設※ 宮田村 664-1

16 南割地区高齢者支え合い拠点施設 宮田村 2846

17 新田地区高齢者支え合い拠点施設 宮田村 1632-3

18 大田切地区高齢者支え合い拠点施設 宮田村 5074

19 大久保地区高齢者支え合い拠点施設 宮田村 5610-1

20 中越地区高齢者支え合い拠点施設 宮田村 7674

21 つつじが丘地区高齢者支え合い拠点施設 宮田村 6122-2

22 大原地区高齢者支え合い拠点施設 宮田村6195-188

※北割地区高齢者支え合い拠点施設は、土砂災害警戒区域に入っているため避難施設としては開設しません。
また、ほかの避難施設についても、安全が確保できない場合には開設しませんので、最寄り以外の避難施設
についても把握しておきましょう。

■風水害発生時の避難施設
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粗
大
ご
み
・
小
型
家
電
の
回
収

11
月
１
日 

土
曜
日
は

　
小
型
家
電
の
回
収
【
無
料
】

　
ご
家
庭
で
使
用
し
た
、
電
気

や電
池

で動

く製
品

が広

く対
象

と
な
り
ま
す。
く
わ
し

く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電
話
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
家
電

リ
サ
イ
ク
ル対
象

４品
目
（

テ
レ
ビ、
洗
濯
機

・乾
燥
機
、
冷

蔵
庫

・冷
凍
庫
、

エ
ア
コ
ン）は
対
象
外

で
す。

問
住
民
課 

住
民
係
☎
８
５
‐
３
１
８
３ 

 収集日 ： 11 月１日（土）

時間 場所

午前 8:00 ～ 8:30
宮田村役場 駐車場

ライスセンター東

午前 9:00 ～ 9:30
大原県営住宅東側

南割地区拠点施設

　
ご
家
庭
で
処
理
で
き
な
い
粗
大
ご
み
の
有
料
収
集
、
使
用
済
み
の
小
型
家

電
の
無
料
回
収
を
行
い
ま
す
。
時
間
と
場
所
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
粗
大
ご
み
の
収
集
【
有
料
】

　
処
理
料
金
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ガ
ス
ボ
ン
ベ、
薬
品

な
ど危
険

な物
は
収
集

で
き
ま
せ
ん。

　
村
で
は
、
女
性
の
声
を
村
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
、

女
性
会
議
の
設
立
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
９
月

24
日
に
は
各
種
団
体
の
み
な
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、

現
状
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
12
月
ま
で
に
、
多
く
の
意
見
が
反
映
で
き
る
し
く
み

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
問
み
ら
い
創
造
課

女
性
の
声
を 

村
政
に
！

  

「
女
性
会
議
」 

設
立
へ
向
け
Ｗ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プＳ

公 表
publication

住民基本台帳の閲覧状況
住民基本台帳法に基づき、昨年度の閲覧状況を公表します。

■国または地方公共団体の機関による閲覧
No 閲覧年月日 閲覧した機関の名称 請求事由の概要 閲覧した住民の範囲

１  H25. 5.21  宮田村社会福祉協議会  社協会員の整理  H24.6.1 ～ H25.6.21
までの死亡者  全村

２  H25.10.29  宮田村役場 総務課  消防団員退職報償  対象者２人  ―

３  H26. 1.20  自衛隊長野地方協力本部 伊那地域事務所  自衛官等募集業務

・H8.4.2 ～ H9.4.1
　生まれの男女
・H11.4.2 ～ H12.4.1
　生まれの男 

 全村

４  H26. 2. 6  宮田村消防団 第３分団第３部  消防団員の勧誘  S58.4.2 ～ H8.4.1 生
まれの男性  大田切区

５  H26. 2. 7  宮田村消防団 第２分団第１部  消防団員の勧誘  S55.4.2 ～ H8.4.1 生
まれの男性  町１区

６  H26. 2.14  宮田村消防団 第３分団第１部  消防団員の勧誘  S54.4.2 ～ H8.4.1 生
まれの男性  中越区

７  H26. 2.20  宮田村消防団 第１分団第３部  消防団員の勧誘  S55.4.2 ～ H8.4.1 生
まれの男性  新田区

８  H26. 2.20  宮田村消防団 第２分団第４部  消防団員の勧誘  S58.4.2 ～ H7.4.1 生
まれの男性  町３区

９  H26. 3.10  宮田村消防団 第３分団第２部  消防団員の勧誘  S58.4.2 ～ H7.4.1 生
まれの男性  大久保区

■個人また法人による閲覧
No 閲覧年月日 閲覧した機関の名称 請求事由の概要 閲覧した住民の範囲

１  H25. 5.28
 内閣府大臣官房政府広報室
    調査委託者：
 　一般社団法人 中央調査社

 ＮＰＯ法人に関す
 る世論調査

 満 20歳以上の
 日本人男女

 南割区
 1516 ～
 2707 番地

２  H25. 9.17
 内閣府大臣官房政府広報室
    調査委託者：
 　一般社団法人 中央調査社

 民法の成年年齢に
 関する世論調査

 満 18歳以上の
 日本人男女

 大原区
 6195 ～
 6588 番地

問住民課 住民係 ☎８５－３１８３
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http://www.vill.miyada.nagano.jp

宮田村役場 
☎ 0265-85-3181（代）
FAX 0265-85-4725

村民会館
（教育委員会・公民館・図書館）
☎85-2314

老人福祉センター
☎85-4128

10/10 ～  情報発信！チャンネルみやだ

10/17 ～  中学校だより 梅樹祭

10/24 ～  ＴＶこまうすゆきそう１c h

10/31 ～  保育園ってどんなとこ

11/ 7 ～  水道の冬支度

ケーブルテレビ 行政チャンネル
[ デジタル523]

■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間 6:30  8:30 12:30

 19:00 21:00 23:00

よろこび
壬
み ぶ

生　うららちゃん　　　新田

雅
まさゆき

行・陽
ようこ

子さん

小
こばやし

林　駿
しゅんと

斗くん　　　　　北割

圭
けいすけ

輔・奈
な お

央さん

宮
みやわき

脇　大
やまと

和くん　　　　　町１

正
まさひろ

浩・舞
まい

さん

下
しもじま

島　穂
ほ の か

風ちゃん　　　　中越

正
ま さ し

史・祐
ゆ う こ

子さん

中
なかはら

原　想
そ う な

那ちゃん　　　　新田

裕
ゆ う た ろ う

太郎・百
ゆ り か

合香さん

かなしみ
加
かとう

藤　戸
といち

一さん　　　　 90 歳

南割　修
しゅうじ

二さん・父

関
せきづか

塚　かなゑさん　　　 87 歳

北割　重
しげあき

秋さん・母

伊
いとう

藤　艶
つやこ

子さん　　　    84 歳

南割　正
まさとし

敏さん・母

保
ほしな

科　映
えいじ

司さん　　　    83 歳

町３　浩
ひろし

さん・父

太
おおた

田　岳
たけひこ

彦さん　　　　 32 歳

北割　良
よしみ

美さん・長男

今月の納税 など
村県民税　　　　第３期
国民健康保険税　第５期
後期高齢者医療保険料　第４期
　   納期限・振替日 10/31（金）

水道料・下水道使用料
今月は… 町１, 町２, 大田切
　大久保 , 中越 , つつじが丘

相談日
■心配ごと・行政相談
10/19（日）・11/16（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
10/22（水）・11/12（水）
  午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

「法の日」週間
無料法律相談所 開設

■日時　10月 30 日（木）

　　　　午前 10時～午後４時

■会場　長野地方・家庭裁判所

　　　　 伊那支部

■相談内容

　金銭や土地、交通事故、成年

　後見、離婚や扶養、相続、差

　別やいじめの問題など

問長野地方裁判所 伊那支部
☎７２－２７７０

西駒郷 にしこま祭 

■日時　10月 18 日（土）

　　　　午前 10時～午後２時 30 分

■会場　西駒郷体育館周辺

■内容

　ダンスや太鼓などステージ発

表、作品展、飲食物の販売ほか

問長野県西駒郷（まつば支援課）
 ☎８１－６５１６

10  OCTOBER
 神無月

行政書士・社会保険労務士
合同無料相談会

■日時　10月 18 日（土）

　　　　午前 10時～午後４時

■会場　伊那市立図書館

■相談内容

　相続書類や遺言、官公庁の許

　認可届け出、身近な困りごと、

　社会保険や年金のことなど

問長野県行政書士会 伊那支部
☎７３－２２０８

司法書士による
労働者のための夜間電話相談

■日時

　11月の水曜日（下記）の

　午後５時～８時まで

　①  ５日（借金問題）

　② 12日（敷金問題）

　③ 19日（労働トラブル）

　④ 26日（少額の貸し借りや請求）

■専用ダイヤル

　０１２０－４４８－７８８

問長野県司法書士会
☎０２６－２３２－７４９２

ケーブルテレビのデジアナ変換
来年３月で終了します！

　引き続きご覧いただくため

に、地デジの準備をお急ぎくだ

さい。

問総務省 地デジコールセンター
☎０５７０－０７－０１０１
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くらしの情報 INFORMATION

歯とお口
秋の無料健康診断

■日時　11月９日（日）

　　　　　午前９時～正午

■内容　

　歯科健康診断、よろず健康相

　談、フッ化物塗布（３～12歳のみ）

■会場　箕輪町保健センター

　　　　伊那市保健センター

　　　　駒ヶ根市保健センター

※お近くの会場へお出かけください。

問上伊那口腔保健センター
☎７８－８５１０

募集 上伊那医師会付属
准看護学院 来年度入学生

■所在地　伊那市狐島 4176

■募集人員　40人

■修学年数　２年

■願書受付　10月 31 日まで

■試験日　11月８日（土）

※詳細はお問い合わせください

問上伊那医師会付属准看護学院
☎７２－２８５６

後期受講者を募集！
信州大学 市民開放授業

　信州大学では、大学の授業を

一般（高校生含む）の方々に開

放しています。学生といっしょ

にキャンパスライフをお楽しみ

ください。

■受講料　9,400 円（１授業科目）

■申込期限　10月 20 日まで

※くわしくは信州大学ホーム

ページ、または下記までお問い

合わせください。

問信州大学 総合窓口
☎０２６３－３７－２８７０

長野県農業大学校
実践経営者コース 学生募集

　長野県農業大学校では、企業

的農業者を育成するための実践

経営者コースを来年４月に新設

します。

■募集人員　10 人

■修学年数　２年

■受験資格　高卒等以上

■出願期間　11月５日まで

※くわしくは下記までお問い合

わせください。

問長野県農業大学校（長野市松代町）
☎０２６－２７８－５２１１

職場のトラブル解決に
「あっせん」のご利用を

　納得できない理由で突然解雇

された、説明なくパートの時給

が下げられた、配転命令に従業

員が従わない。こんなトラブル

がありましたらご相談くださ

い。手続きは無料で簡単、労働

者、事業主どちらもご利用でき

ます。

問長野県労働委員会事務局
☎０２６－２３５－７４６８

公開講座 受講者募集
こころの医療センター駒ヶ根

■日時　11月 15 日（土）

　　　　午後１時 30分～３時

■会場

　こころの医療センター駒ヶ根

■講座内容

　「支える心と支えられる心」

　～子ども虐待から考える私た

　ちの心の課題～

※申し込みは下記まで

問長野県立こころの医療センター駒ヶ根
☎８３－３１８１

実施しよう！秋の一斉清掃

■期日と実施内容

　10月 26 日（日）

　　※地区によっては日が異な

　　る場合があります。

　①区内公共施設の清掃

　　※各区衛生部の指示で実施

　②家の内外の清掃

問住民課 住民係
 ☎８５－３１８３

ごみを川に流さないで！

　生ごみや、洗濯水などの廃水

を、水路や河川に流してしまう

と水の流れが悪くなったり、詰

まって水が溢れたりします。ま

た、悪臭が発生しご近所の迷惑

になります。ご家庭で出た生ご

みなどはルールを守って、適切

に処理してください。

問住民課 住民係
 ☎８５－３１８３

長野県の最低賃金
改正のおしらせ

　長野県内の事業場で働く全て

の労働者と、労働者を一人でも

使用している全ての使用者に適

用される「長野県最低賃金」が、

10月１日から時間額728円に改

正されました。この機会に賃金

の確認をしてみてください。

　また、最低賃金の引き上げに

向けた中小企業への支援制度が

ありますので、是非ともご活用

ください。

問長野労働局労働基準部賃金室
 ☎０２６－２２３－０５５５

　伊那労働基準監督署

☎７２－６１８１
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康
福 祉
健

福祉課 福祉係 /保健予防係

10

※
脳
血
管
疾
患

※
脳
動
脈
に
異
常

が
起
き
る
こ
と

が
原
因
で
お
こ

る
病
気
の
総
称

で
す
。
突
然
死

を
招
い
た
り
、

一
命
を
取
り
と

り
と
め
て
も
後

遺
症
が
残
っ
た

り
す
る
こ
と
が

多
い
病
気
で
す
。

厚
生
労
働
省
が
高
血
圧
・
脳
血
管
疾
患

予
防
の
観
点
か
ら
減
少
を
目
指
し
て
設
定

し
た
値
は
次
の
通
り
で
す
。

し
か
し
、
県
で
実
際
の
塩
分
の
摂
取
量

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
男
性
11
・
３
㌘
、

女
性
10
㌘
と
い
う
結
果
で
目
標
量
を
超
え

た
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
塩
分

を
と
り
過
ぎ
ぎ
て
い
る
人
の
割
合
は
男
性

80
・
２
％
、女
性
84
・
２
％
と
さ
れ
て
お
り
、

県
内
の
８
割
以
上
の
方
が
目
標
量
に
収
ま

る
食
生
活
が
送
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

長
野
県
は
平
均
寿
命
日
本
一
と
し
て
有

名
で
す
が
、
日
本
人
の
３
大
死
因
と
さ
れ

る
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）、
心
疾
患
、
脳

血
管
疾
患
の
う
ち
、
脳
血
管
疾
患
に
よ
る

死
亡
率
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
保
健
福
祉
事
務
所
ご
と
に
比
較

す
る
と
、
上
伊
那
地
域
の
脳
血
管
疾
患
に

よ
る
死
亡
率
は
男
性
２
位
・
女
性
１
位
と

共
に
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
宮
田

村
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
伊
那
は
脳
血
管
疾
患
に
よ
る

死
亡
率
が
高
い
地
域

に
水
分
を
た
め
込
も
う
と
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
血
液
の
全
体
量
が
増
え
、
血
管
に

強
い
圧
力
が
か
か
る
た
め
、
血
圧
が
上
昇

す
る
の
で
す
。
県
の
調
査
に
よ
る
と
、
上

伊
那
地
域
の
塩
分
摂
取
量
は
県
で
１
位
と

な
っ
て
い
て
、
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
亡

率
と
塩
分
と
り
す
ぎ
に
は
関
連
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

脳
血
管
疾
患
の
原
因
の
一
つ
に

塩
分
の
過
剰
摂
取

塩
分
は

ど
れ
く
ら
い
と
っ
て
い
い
の
？

上
伊
那
地
域
は
脳
血
管
疾
患
※

に
よ
る
死
亡
率
が
県
内
で
も
高
く
、
全

国
平
均
を
上
回
る
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
の
調
査
で
は
、
そ
の
原
因

の
一
つ
に
塩
分
の
と
り
過
ぎ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
で
過
ご
す
た

め
に
も
、
日
頃
の
食
生
活
で
塩
分
の
摂
取
量
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
課
保
健
予
防
係

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

 
☎
８
５
‐
４
１
２
８

■
一
日
の
塩
分
摂
取
の
目
標
量

・
男
性

　
　
９
・
０
㌘
未
満

・
女
性

　
　
７
・
５
㌘
未
満

※
高
血
圧
・
腎
臓
病
な
ど
の
場
合
は

６
㌘
未
満

脳
血
管
疾
患
は
生
活
習
慣
病
の
一
つ
で

す
。
食
生
活
で
の
塩
分
摂
取
量
を
見
直
す

こ
と
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
普
段
の
食
事
で
塩
分
に
気

を
付
け
て
い
ま
す
か
？
村
で
は
栄
養
士
、

保
健
師
が
食
事
や
健
康
な
ど
の
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

脳
血
管
疾
患
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
よ
る
高
血
圧
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

塩
分
を
た
く
さ
ん
と
り
過
ぎ
て
し
ま
う

と
、
体
は
塩
分
濃
度
を
一
定
に
保
つ
た
め

日
頃
の
塩
分
摂
取
量
を

見
直
し
ま
し
ょ
う

脳
血
管
疾
患
と

塩
分
の
関
係

 なごみ家ごよみ

▼陶芸の日
10/10（金）午後 1:30 ～
11/14（金）午後 1:30 ～

▼辰野恒雄先生の
　子育てママサロン

10/24（金）午前10:00 ～
11/14（金）午前10:00 ～

▼利用者作品展・
　お楽しみコンサート

10/18（土）午後1:00 ～
※作品展は１週間を予定

☎85-2922　開館：月～土曜　午前 9時～午後 5時

▼手芸の日
10/15（水）午前 9:30 ～
11/19（水）午前 9:30 ～

▼童謡の会 10/22（水）午後 1:30 ～

▼ 短歌「あさがおの会」10/20（月）午後 1:30 ～

▼秋のおやつ作り
10/30（木）午前10:00 ～
※前日までに申し込みを

 高齢者の教室

▼高齢者閉じこもり予防教室
　10/29（水）・11/5（水）・11/12（水） 午前 9:30～

▼高齢者個別リハビリ教室
　10/23（木）・11/13（木） 午後 1:30 ～

▼高齢者権利擁護相談 随時受付

▼家族介護者リフレッシュの会
　10/31（金）・11/12（水） 午前 10:00 ～

※心身の疲れを開放し癒しましょう！ぜひご参加を！

▼認知症介護者語らいの会 11/6（木）午前 9:30 ～
　　※認知症介護のことを語りましょう！

 介護者の教室会場：老人福祉センター 会場：老人福祉センター

広報 MIYADA 10
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保健ごよみ 10/16 ～ 11/15

緊急当番医 宮=宮田村　駒=駒ヶ根市

■毎月 19日は「食育の日」

みんなで やろう だいじなひとづくり

H26年度の目標「朝食ではじまる元気な一日」

■宮田村健康増進のテーマ
村民だれもが健康で暮らし続けるために

10/12

10/13

10/19

10/26

11/ 2

11/ 3

11/ 9

11/16

木下医院（内・小） 駒：82-3712

東伊那すこやかクリニック（内・小） 駒：83-4024

中谷内科医院（内） 駒：81-1377

木下医院（内・小） 駒：82-3712

座光寺内科医院（内・小） 駒：83-3222

やまおか耳鼻咽喉科（耳） 駒：82-4133

まえやま内科胃腸科クリニック（内・胃・小） 駒：82-8614

高山内科クリニック（内・循） 駒：82-6690

■母と子　健診・相談など
４か月児健診 指定の時間

11/ 6（木） 対象：H26 年 7 月生まれ

10 か月児健診 指定の時間

11/ 6（木） 対象：H26 年 1 月生まれ

１歳６か月児健診 指定の時間

11/ 6（木） 対象：H25 年 5 月生まれ

２歳児歯科検診 午後　指定の時間

10/24（金）対象：H24 年 8・9・10 月生まれ

１歳児育児相談 指定の時間

10/28（火） 対象：H25 年 9・10 月生まれ

２歳６か月育児相談 指定の時間

11/11（火） 対象：H25 年 2 月生まれ

相談日（子育て・離乳食・ママの部屋）

午前 9:00 対象：どなたでも

10/23（木） 母乳相談あり（予約制）

11/13（木） 母乳相談なし（子育て相談は要予約）

■成人　健診・相談など
健康相談日 午前 9:00

　10/23（木）、11/13（木）

心の相談日（予約制）

　10/16（木）、10/23（木）、10/30（木）、11/13（木）

さわやか健診・国保特定健診・はつらつ検診

　指定の時間 10/22（水）

肺がん検診 指定の時間

　10/26（日）、10/27（月）、11/10（月）

マンモグラフィ健診 指定された時間

　10/29（水）会場：昭和伊南総合病院

　11/12（水）会場：前澤病院

※指定のあるものを除き

　　会場はすべて老人福祉センターです

Health ＆Welfare

な
ご
み
家

な
ご
み
家

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

地
域
の
中
で
そ
の
人
ら
し
く

 

輝
く
生
活
を
支
援
し
ま
す

プ
ラ
ム
の
里

「
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に

参
加
し
ま
し
た
！

９
月
13
日
に
行
な
わ
れ
た
「
福
祉
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
」
で
こ
と
し
も
販
売
を
し
ま

し
た
。
り
ん
ご
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
、
ご

利
用
者
さ
ん
の
制
作
し
た
小
物
な
ど
、
多

流
し
そ
う
め
ん

８
月
の
地
域
密
着
運
営
推
進
会
議
の

後
、
入
居
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
流

し
そ
う
め
ん
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の

入
居
者
さ
ま
が
参
加
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
入
居
者
さ
ま
は
浴

衣
を
着
て
夏
の
雰
囲
気
。
に
ぎ
や
か
に
夏

の
風
物
詩
を
楽
し
ま
れ
た
１
日
で
し
た
。

長
寿
の
里
に
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
！

　
９
月
15
日
に
行
わ
れ
た
敬
老
会
。

１
０
０
歳
以
上
の
方
３
人
を
含
む
15
人
が

対
象
と
な
り
、
長
年
の
ご
苦
労
に
感
謝
を

込
め
た
国
、
県
、
村
、
施
設
か
ら
の
記
念

品
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
伊
那
西
高
等

学
校
新
体
操
部
の
皆
さ
ん
の
き
ら
び
や
か

に
入
ら
な
か
っ
た
皆
さ
ま
、
大
変
す
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
10
月
30
日
の
『
秋
の
お
や

つ
作
り
』
の
中
で
、
り
ん
ご
ケ
ー
キ
も
作

り
ま
す
。
簡
単
で
ど
な
た
に
で
も
作
れ
る

レ
シ
ピ
な
の
で
、
大
勢
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
ま
す
！
そ
の
③

『
短
歌
「
あ
さ
が
お
の
会
」』

偶
数
月
の
第
３
月
曜
日
午
後
、
大
久
保

の
細
田
先
生
に
添
削
を
お
願
い
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

な
ご
み
家
は
、
催
し
が
あ
っ
て
も
な
く

て
も
、
い
つ
で
も
ど
な
た
で
も
立
ち
寄
っ

て
い
た
だ
け
る
場
所
で
す
。
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
！

く
の
方
に
お
買
い

上
げ
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
り
ん
ご

ケ
ー
キ
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
て
手

な
衣
装
と
、
全
国

大
会
入
賞
の
演
技

に
元
気
一
杯
の
パ

ワ
ー
を
い
た
だ

き
、
参
加
者
全
員

が
生
き
る
楽
し
み

に
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

問
プ
ラ
ム
の
里 

☎
８
４
‐
１
３
１
１

問
な
ご
み
家 

☎
８
５
‐
２
９
２
２

広報 MIYADA11
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むらの話題と出来事

広報 MIYADA 12

▲東保育園：年長親子の障害物競争 ▲西保育園：
綱引きで勝って「やったぁ！」／リズムダンスの
クライマックス。年長さんがんばりました！

賑
　　　　　    ふれあいフリーマーケット  ９月 13 日

わうフリマーケット！第２弾
ふれあい広場で行われた、村内の女性グループらで作る実
行委員会主催のフリーマーケット。４月に続いて２回目の
開催でした。県内各地から60店舗が参加し賑わいました。

天気が心配されたこの日でしたが、園庭で元気いっぱい
に開催することができました。よかったですね。

元
　　　　　　　　　　 保育園 運動会  ９月 20 日

気いっぱい！笑顔いっぱい！

ことしのテーマは「宝」～僕らで作ろう素晴らしい思い出 
最高の宝物～。たくさんの宝物を見つけた２日間でした。

宝
　　　　　  宮田中学校 梅樹祭  ９月 26 日・27 日

～僕らで作ろう素晴らしい思い出 最高の宝物～

▲演劇部の発表は現代風にアレンジされた「白雪姫」
▲力作が並ぶクラス展／堂々と考えを発表した弁論
会。バックは牛乳のフタを使って全校で作ったテーマ
パネル ▲　３年生最後の演奏となった吹奏楽部の発表
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TOPICS  むらの話題と出来事

広報 MIYADA13

▲１年から６年の代表選手
がバトンをつなぐリレー

▲これまでの運動会を締め
くくる「組み体操」を終え
大声であいさつする６年生

秋
　　　　　　　　   小学校運動会  10 月４日

風の中 梅っ子たちが全力疾走！
涼しい風が吹く中の運動会。でも子どもたちの熱い
走りや演技に、大きな拍手が湧きあがりました。

〝
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
〞
で
活
躍
で
き
る
選
手
に

Interview
   サッカークラブ トップストーン
     稲村 雪乃 さん

宮
田
村
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
ト
ッ
プ
ス
ト
ー
ン
」
か
ら
県
、
北
信
越
の

ト
レ
セ
ン
※

に
参
加
し
て
い
た
稲
村
雪
乃
さ
ん
（
宮
田
小
６
年
・
南
割
）
が
、

全
国
か
ら
選
手
が
集
ま
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
セ
ン
に
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
夢

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
稲
村
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

所属サッカークラブ・トップス
トーンで練習をする稲村さん

※トレセン【トレーニングセンター

制度の略称】選抜した若い選手で合

同トレーニングを行い選手の育成を

する制度。全国各地域から選抜され

たナショナルトレセンからは、多く

の日本代表選手が選出されています。

将
来
は
、
世
界
で
通
用
す
る
よ
う
な
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
な
っ
て
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
に

入
っ
て
活
躍
し
た
い
で
す
。

去
年
は
北
信
越
ト
レ
セ
ン
ま
で
の
選
考
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
先
ま

で
進
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

レ
セ
ン
で
は
大
き
な
声
を
出
し
て
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
は
保
育
園
の
終
わ
り
頃
か
ら
始
め
ま
し
た
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
攻

撃
の
最
前
線
で
得
点
を
狙
う
フ
ォ
ワ
ー
ド
や
、
攻
撃
と
守
備
の
両
方
を
担
う

ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
、
女
子
チ
ー
ム
で
も
練
習

し
て
い
ま
す
が
、
男
子
の
中
に
も
混
ざ
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

目
標
と
す
る
選
手
は
男
子
サ
ッ
カ
ー
ブ
ラ
ジ
ル
代
表
の
ネ
イ
マ
ー
ル
選
手

や
女
子
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
川
澄
選
手
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
や
ド
リ
ブ
ル
の

技
術
が
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
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条
例
制
定
案
・
補
正
予
算
な
ど

23
議
案
を
可
決

平成 26 年第３回議会定
例会は、９月９日から 19
日までの 11 日間の会期で
開催され、人事案、決算認
定案、補正予算案など 23
議案が提案され、いずれも
原案どおり可決、認定され
ました。提案された議案の
内容は次のとおりです。

平成26年 第３回議会

9月定例会
　
人
　
事

宮
田
村
教
育
委
員
の
選
任
に
関
す
る
同
意

教
育
委
員
に
町
１
区
の
鷹
野
綾
子
氏

（
58
）、
中
越
区
の
古
藤
祐
巳
子
氏
（
39
）

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
条
　
例

宮
田
村
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

 

対
策
本
部
条
例
の
制
定

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
、
対
策
本
部
に
関
し
制
定
す
る

も
の
で
す
。

宮
田
村
福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金

 

条
例
の
一
部
改
正

国
の
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
父
子
家
庭

の
定
義
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
決
　
算

平
成
25
年
度
宮
田
村
一
般
会
計

 

歳
入
歳
出
決
算

歳
入
総
額
43
億
４
３
８
３
万
８
千
円
、

歳
出
総
額
41
億
２
５
７
６
万
８
千
円
で
差

引
額
２
億
１
８
０
７
万
円
、
実
質
収
支
は

１
億
９
５
１
３
万
６
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
主
な
も
の
は
、
宮
田
観
光
開
発
㈱
の

損
失
補
償
の
履
行
、
繰
越
事
業
で
あ
る
土

地
改
良
補
助
事
業
、
村
道
17
号
・
１
号
線

道
路
改
良
工
事
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
な
ど
で
す
。

平
成
25
年
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険

 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
総
額
８
億
６
２
５
１
万
６
千
円
、

歳
出
総
額
７
億
５
３
５
５
万
５
千
円
で
差

引
額
１
億
８
９
６
万
１
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
差
引
額
は
、
国
庫
支
出
金
等
の

精
算
に
よ
る
償
還
金
等
に
当
て
る
た
め
、

26
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
宮
田
村
介
護
保
険

 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
総
額
６
億
５
８
９
９
万
３
千
円
、

歳
出
総
額
６
億
４
３
２
２
万
３
千
円
で
差

引
額
１
５
７
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
差
引
額
に
は
、
国
庫
支
出
金
精
算
金
を

含
ん
で
お
り
、
26
年
度
へ
繰
越
し
精
算
さ

れ
ま
す
。

平
成
25
年
度
宮
田
村
後
期
高
齢
者
医
療

 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
総
額
８
５
１
５
万
円
、
歳
出
総
額

８
３
３
８
万
１
千
円
で
差
引
額
１
７
６
万 

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
差
引
額
は
、

26
年
度
へ
繰
越
し
精
算
さ
れ
ま
す
。

平
成
25
年
度
宮
田
村
水
道
事
業
会
計
決
算

収
益
的
収
支
は
、
事
業
収
益
１
億 

４
６
５
９
万
４
千
円
、
事
業
費
用
１
億
３ 

５
６
８
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
当
年

度
純
利
益
は
、
６
９
０
万
５
千
円
で
し

た
。
ま
た
、
資
本
的
収
支
は
、
資
本
的
収

入
は
２
９
８
万
２
千
円
、資
本
的
支
出
は
、

１
億
８
５
２
１
万
９
千
円
で
不
足
す
る
額

に
つ
い
て
は
、
建
設
改
良
積
立
金
、
減
債

積
立
金
、
過
年
度
分
及
び
現
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
に
よ
り
補
て
ん
し
ま
し

た
。

平
成
25
年
度
宮
田
村
下
水
道
事
業
会
計
決
算

　
収
益
的
収
支
で
は
、
事
業
収
益

２
億
53
万
１
千
円
、
事
業
費
用
４
億
６
１ 

７
３
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
１
億
３ 

４
８
７
万
８
千
円
は
当
年
度
純
損
失
と
な

り
、
26
年
度
に
欠
損
金
と
し
て
繰
り
越
し

ま
す
。
資
本
的
収
支
で
は
、
資
本
的
収
入

２
億
１
８
５
２
万
１
千
円
、
資
本
的
支
出

２
億
１
千
30
万
８
千
円
で
、
こ
の
う
ち
、

２
億
１
３
９
万
２
千
円
が
起
債
償
還
額
で

す
。
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補
正
予
算

平
成
26
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
第
３
号
）

歳
入
で
は
、
普
通
交
付
税
や
国
庫
支
出

金
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
歳
出
で
は
、
家

屋
図
更
新
業
務
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
除
雪
機
の
購
入
、
丸
山
井
水
系
の
水
路

改
修
調
査
委
託
料
、
合
宿
誘
致
の
た
め
の

補
助
金
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
ア
サ

ギ
マ
ダ
ラ
の
里
づ
く
り
、
除
雪
対
策
用
に

タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
の
購
入
、
ど
ん
ぐ
り
公

園
内
遊
具
の
取
替
、
小
学
校
身
障
者
ト
イ

レ
設
置
工
事
、
中
学
校
門
柱
の
移
設
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
７
７
４
２
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総

額
は
そ
れ
ぞ
れ
36
億
５
２
８
１
万
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
26
年
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険

 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

前
年
度
繰
越
金
、
補
助
金
や
交
付
金
等

の
決
定
に
伴
う
補
正
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
７
７
２
９
万
３
千
円
を
追
加
し
、
総

額
は
そ
れ
ぞ
れ
８
億
６
６
１
０
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
26
年
度
宮
田
村
介
護
保
険

 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
等

に
伴
う
補
正
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
７
５
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は
そ
れ

ぞ
れ
６
億
８
７
４
７
万
８
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

平
成
26
年
度
宮
田
村
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
確
定
に

伴
う
補
正
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
７
６
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は
そ

れ
ぞ
れ
９
億
１
９
１
万
３
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

平
成
26
年
度
宮
田
村
水
道
事
業
会
計

 
補
正
予
算
（
第
１
号
）

第
２
配
水
池
次
亜
塩
素
注
入
ポ
ン
プ
の

故
障
に
よ
り
取
替
工
事
を
行
な
う
た
め
、

１
９
０
万
円
の
増
額
を
す
る
も
の
で
す
。

　
意
見
書

・「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求
め
る
意
見

書
・「
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お
け
る

地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
に
係
る
国
の

財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」

の
期
限
延
長
に
関
す
る
意
見
書

・
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
関
わ
る
周
知
及

び
労
災
認
定
基
準
の
改
正
な
ど
を
要
請

す
る
意
見
書

・
だ
れ
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護

保
険
制
度
を
求
め
る
意
見
書

・
農
業
改
革
に
お
け
る
慎
重
な
議
論
を
求

め
る
意
見
書

・
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
閣

議
決
定
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

・
消
費
税
率
10
％
へ
の
増
税
を
行
な
わ
な

い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

・
子
ど
も
、
障
が
い
者
等
の
医
療
費
窓
口

無
料
化
を
求
め
る
意
見
書

　
一
般
質
問

質
問
者
と
質
問
事
項

◎
一
般
質
問
の
詳
細
と
村
の
答
弁
は
会
議

録
が
で
き
ま
し
た
ら
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

大
石
　
智
之
　
議
員

・
決
算
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

・
入
札
に
つ
い
て

・
障
害
者
権
利
条
約
に
つ
い
て

天
野
　
早
人
　
議
員

・
教
育
行
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題

・
旧
警
察
官
駐
在
所
跡
地
等
の
再
整
備

・
地
域
情
報
化
施
策
の
実
現
に
向
け
て

小
田
切

　
敏
明

　
議
員

・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
介
護
保
険
に
つ
い

て

・
土
砂
災
害
・
洪
水
対
策
に
つ
い
て

・
副
村
長
か
ら
見
た
宮
田
村
の
課
題
に
つ

い
て

城
倉
　
栄
治
　
議
員

・
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

・
２
年
目
に
向
け
る
村
長
政
策
・
施
策
に

つ
い
て

久
保
田
　
秀
男
　
議
員

・
新
た
な
農
業
農
村
政
策
に
対
す
る
取
り

組
み
と
村
営
農
組
合
法
人
化
に
つ
い
て

春
日
　
元
　
議
員

・
防
災
計
画
に
つ
い
て

・
観
光
振
興
に
つ
い
て

松
田
　
英
俊
　
議
員

・
少
子
、
高
齢
化
社
会
と
人
口
減
を
見
据

え
て
の
宮
田
村
の
将
来
像
に
つ
い
て

清
水
　
正
康
　
議
員

・
様
々
な
災
害
対
策
に
つ
い
て

宮
井
　
訓
　
議
員

・
村
長
就
任
一
年
を
む
か
え
て

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
に
つ
い
て

・
公
民
館
活
動
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
小
中
学
校
の
不
登
校
の
状
況
と
そ
の
対

策
に
つ
い
て

問
議
会
事
務
局

☎
８
５
‐
３
１
８
１
（
内
線
１
０
５
）
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団体の部 最優秀賞

一般の部 最優秀賞

信州みやだワイン

テ
ィ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。
注

が
れ
た
ワ
イ
ン
を
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
し
、
口
を
水
で
す
す
ぎ
、

次
に
進
み
ま
す
。
ワ
イ
ン
は
12

種
類
に
分
類
さ
れ
、
各
分
類
ご

と
に
審
査
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
を
挟
ん
で
３
時
間
ほ
ど
楽

し
み
、
帰
り
に
は
山
梨
県
地
場

セ
ン
タ
ー
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

し
た
後
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
ア
ン

コ
ー
ル
の
出
た
「
マ
ル
ス
山
梨

ワ
イ
ナ
リ
ー
」
に
立
ち
寄
り
、

ワ
イ
ン
の
試
飲
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。
お
土
産
に
ワ
イ
ン
の

一
升
ビ
ン
を
購
入
。
来
年
の
国

産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
も
楽
し

み
で
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
宮
田
村
公
民
館

 

☎
８
５
‐
２
３
１
４

国際ワイン

　 コンクール

　
国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
一

般
公
開
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
、

８
月
30
日
、
山
梨
県
の
富
士
屋

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
和
飲
会
の

有
志
8
人
が
参
加
し
て
飲
み
比

べ
を
し
て
き
ま
し
た
。

　　
公
開
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
一

般
参
加
者
は
定
員
４
５
０
人
の

先
着
順
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
込
す
る
の
で
す
が
、
毎

年
人
気
が
高
く
、
こ
と
し
は
7

月
5
日
に
受
付
け
が
始
ま
り
、

翌
6
日
に
は
完
売
と
な
り
ま
し

た
。

　
会
場
で
は
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
片

手
に
約
３
０
０
種
類
の
テ
イ
ス

ワインカレンダー VOL. 81

シリーズ 環境を考える 69 グリーンカーテンコンテスト 2014

問みらい創造課　☎８５－３１８１

　宮田村グリーンカーテンコンテスト 2014 の入賞作品が決定しました。
コンテストには 37 件（一般の部 22 件・団体の部 15 件）の応募があり、
報道各社の記者のみなさんの投票により以下のとおり決定しました。

一般の部 優秀賞

佐野榮一さん

タカノハートワークスショップさま

友野 悟さん

タカノ㈱本社部門さま

　平澤美代志 さん

東・こうめ保育園

団体の部 優秀賞

奨励賞　㈱マルニシさま / 町２区さま

奨励賞
後藤勝美さん / 松浦康雄さん / 小田切すま子さん

表彰式で村長から賞状を受け取る園児たち（9月 25 日）

G
R
EEN
 CU
R
T
A
IN
 

CO
N
T
EST
 2014
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熟
年
の
部

優
勝
　
南
割
　
準
優
勝
　
大
田
切

３
位
　
町
３
　
大
久
保

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

優
勝
　
南
割
　
　
準
優
勝
　
町
１

３
位
　
町
３

ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス

優
勝
　
町
２
　
　
準
優
勝
　
町
３

３
位
　
新
田

  

ス
ポ
ー
ツ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室

　
９
月
11
日
、
25
日
、
10
月
９
日
、

公
民
館
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
指
導
者
な
ど

を
対
象
に
、「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ａ
Ｑ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
城
倉
通
浩
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
け
が
予
防
の
た
め
、
自

分
の
体
を
よ
く
知
り
、
正
し
い
体
の

使
い
方
の
知
識
と
技
術
に
つ
い
て
実

技
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。
小
学
生

か
ら
年
配
者
ま
で
30
人
の
受
講
者

は
、
２
時
間
の
講
習
で
た
っ
ぷ
り
と

汗
を
流
し
ま
し
た
。

軟
式
野
球

優
勝
　
南
割
　
　
準
優
勝
　
新
田

３
位
　
町
１
　
大
田
切
　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

青
年
の
部

優
勝

　
町
３

　
準
優
勝

　
新
田

３
位

　
南
割

　
大
田
切

壮
年
の
部

優
勝

　
大
原

　
準
優
勝

　
新
田

３
位
　
町
２
　
南
割

　
宮
田
邦
楽
会
は
、
福
沢
雅
志
世

先
生
の
ご
指
導
の
下
、
平
成
11
年

に
村
の
社
協
職
員
の
方
々
と
、
当

時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
で
邦
楽
の

好
き
な
有
志
に
よ
り
立
ち
上
げ
た

会
で
も
あ
り
ま
す
。
以
来
、
メ
ン

バ
ー
が
交
代
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
村
民
会
館
を
学
習
の
場
と
し

て
、
主
に
箏
の
稽
古
を
し
て
お
り

ま
す
。
隔
週
土
曜
日
の
午
前
中
を

練
習
の
時
間
と
定
め
、
文
化
祭
や

福
祉
ふ
れ
あ
い
祭
り
、
そ
の
他
発

表
の
機
会
を
頂
き
な
が
ら
、
わ
く

わ
く
ド
キ
ド
キ
ゆ
る
い
ペ
ー
ス
で

新
し
い
曲
に
挑
戦
し
て
お
り
ま

す
。

　
ス
テ
ー
ジ
演
奏
の
時
は
、
伊
那

三
曲
協
会
の
先
生
方
に
も
応
援
し

て
い
た
だ
き
、
邦
楽
合
奏
の
調
和

を
励
み
と
し
て
稽
古
を
重
ね
て
い

ま
す
。
　
　
　

　
メ
ン
バ
ー
は
只
今
60
歳
を
超
え

る
８
人
で
の
活
動
で
す
が
、
箏
に

興
味
を
お
持
ち
の
方
で
し
た
ら
、

私
ど
も
「
宮
田
邦
楽
会
」
へ
い
つ

で
も
ど
う
ぞ
！
大
歓
迎
で
す
。

　
　
　
　
　（
次
回
＝
シ
ョ
パ
ン
）

▲宮田球場での合同開会式

溝み
そ

萩は
ぎ

は
軽
や
か
に
し
て
風
ま
か
せ
花
の
盛
り
を
過
ぎ
た
る
今
は

斎
藤
美
佐
子（
大
田
切
）

今
朝
咲
け
る
芙
蓉
の
花
に
挨
拶
し
放
送
に
合
は
せ
て
体
操
に
励
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
カ
ズ
ミ
（
新
田
）

秋
の
風
虫
の
謳
歌
や
夜
も
す
が
ら

　
　
　
　
　
　
砂
場

　
隆
子
（
町
３
）

海
の
な
い
信
濃
の
里
に
湧
く
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
新
井
い
さ
子
（
町
１
）

生
き
生
き
て
我
こ
こ
に
在
り
蝉
時
雨

　
　
　
　
　
小
田
切
藤
彦
（
北
割
）

湿
原
に
亡
き
人
の
こ
ゑ
夏
あ
ざ
み

　
　
　
　
　
　
酒
井
な
づ
な
（
町
１
）

鬼
燈
を
な
ら
し
今
年
も
井せ
い
げ
つ
え

月
会
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
幸
達
（
北
割
）

グループ
活動めぐり
（49）

交
流
と
親
睦
を
め
ざ
し
て

秋
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▲三曲協会の先生方と

宮
田
邦
楽
会

 

保
科
貞
子

▲ソフトバレー

▲軟式野球

▲様々な動きを取り入れて

▲ふわっとテニス

　
９
月
21
日
、
秋
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま

れ
、
４
会
場
に
分
か
れ
、
軟
式
野
球
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
ふ
わ
っ
と
テ
ニ

ス
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
が
予
定
通
り

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
導

入
さ
れ
た
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
に
は
10

地
区
か
ら
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ラ
ケ
ッ
ト
の
柄
が
短
く
、
メ
ロ
ン
ほ

ど
の
大
き
さ
の
ボ
ー
ル
は
材
質
を
不

均
質
に
し
て
あ
る
た
め
に
、
思
っ
た

通
り
に
飛
ば
な
か
っ
た
り
、
弾
ま
な

か
っ
た
り
す
る
面
白
さ
が
あ
り
ま

す
。
初
め
て
と
い
う
選
手
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
和
気
あ
い
あ
い
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
結
果
は
、
以

下
の
通
り
で
す
。

▲マレットゴルフ

ス
ポ
ー
ツ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室
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が
、
祇
園
祭
で
神
輿
を
担
い
だ
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
祭
典
委
員
や
副
委

員
長
と
い
う
大
役
ま
で
や
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
保
育
園
や
小
中
学
校
で
の

役
員
、
地
区
の
分
館
役
員
、
体
育
部

長
、
そ
し
て
、
今
は
育
成
会
と
、
色
々

な
事
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
、
知
り
合
い
や
友

人
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
趣
味
で
あ
る
釣
り
に
出
か
け
た
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
飲
み
に

出
か
け
た
り
と
、
気
持
ち
の
分
か
り

合
え
る
仲
間
と
の
付
き
合
い
は
、
本

当
に
楽
し
く
、
嬉
し
い
も
の
で
す
。

　
宮
田
村
の
方
々
は
優
し
く
、
自
然

に
も
恵
ま
れ
、
実
家
の
松
本
と
は
、

ま
た
違
っ
た
い
い
所
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
色
々
な
方
と
お

付
き
合
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
元
気
な
村
、
宮
田
村
に
来
て
、

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　（
次
回
＝
北
澤
勤
さ
ん
）

案  

内

リレー随想
（398）

宮
田
村
に
来
て

 

木
下
洋
一(

町
１
）

　
私
は
、
こ
の
宮
田
村
に
来
て
、
17
年

に
な
り
ま
す
。
結
婚
を
機
に
松
本
か

ら
こ
の
宮
田
村
に
来
ま
し
た
。

　
結
婚
す
る
ま
で
宮
田
村
の
事
は
ほ

と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
知

り
合
い
も
い
な
い
、
友
達
も
い
な

い
、
こ
の
宮
田
の
地
で
不
安
で
し
た

◇
本
館
事
業

・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク 

10
月
13
日

・
福
寿
学
級
（
安
曇
野
旅
行
） 

10
月
22
日

・
お
や
じ
の
集
い
（
陶
芸
） 

10
月
23
日

・
村
民
ゴ
ル
フ
大
会 

10
月
26
日

・
宮
田
学
級
（
阿
智
村
旅
行
） 

10
月
29
日

・
文
化
祭 

11
月
１
〜
２
日

・
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス 

11
月
３
日

・
村
駅
伝
大
会 

11
月
８
日

☆
分
館
事
業

・
中
越
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ 

10
月
12
日

・
中
越
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス 

10
月
12
日

・
町
２
区
民
の
つ
ど
い 

10
月
19
日

　
９
月
６
日
、
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会
が
主
催
す
る
第
34
回
子
ど
も
ま

つ
り
が
ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
か
れ
、

園
児
を
含
め
、
１
５
０
人
の
小
学
生

が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
年
か
ら
郡
下

の
個
人
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
団
体
「
メ

イ
ト
」
と
「
高
遠
青
少
年
自
然
の
家
」

か
ら
の
協
力
で
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
や
ク

ラ
フ
ト
教
室
も
加
わ
り
、
多
彩
な
内

容
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

10
種
の
ゲ
ー
ム
と
５
題
の
ク
イ
ズ
に

取
り
組
み
、ま
さ
に
、頭
と
体
を
使
っ

て
ク
リ
ア
し
、
合
計
点
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
低
学
年
男
子
）
①
百
瀬
い
ぶ
き

　
②
友
野
稜
斗
　
　
③
馬
場
竣
大

（
低
学
年
女
子
）
①
松
田
佳
菜

　
②
小
林
聖
來
　
　
③
細
田
林
檎

（
中
学
年
男
子
）
①
平
澤
晃
洋

　
②
小
林
和
志
　
　
③
保
科
光
希

（
中
学
年
女
子
）
①
宇
都
宮
紗
雪
　

　
②
小
町
谷
日
花
里
③
松
田
　
楓

（
高
学
年
男
子
）
①
松
澤
文
弥

　
②
田
中
裕
喜
　
　
③
伊
藤
　
亘

（
高
学
年
女
子
）
①
ダ
マ
ス
セ
ノ
凛

　
②
小
松
穂
香
　
　
③
西
尾
　
響

　
９
月
11
日
、
公
民
館
主
催
の
リ
ト

ミ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー
教
室
が
開
講
し
、

半
年
〜
１
歳
の
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ス
21

組
と
２
歳
以
上
の
に
じ
ク
ラ
ス
20

組
、
合
わ
せ
て
41
組
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。
講
師
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
木
下
妙
子
さ
ん
（
大
原
）
と

林
英
里
奈
さ
ん
（
辰
野
町
）。
軽
快

な
ピ
ア
ノ
の
リ
ズ
ム
と
歌
に
乗
っ

て
、
親
子
で
楽
し
そ
う
に
動
き
を
創

り
出
し
、
音
感
や
リ
ズ
ム
感
を
身
に▲にじクラスの親子交流

子
ど
も
ま
つ
り

ゲ
ー
ム
ラ
リ
ー
に
１
５
０
人

リ
ト
ミ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー
教
室

　
　
　
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ス
　

　
　
　
　
に
じ
ク
ラ
ス

▲スリッパ飛ばし

付
け
て
い
ま
し
た
。
３
月
ま
で
７
回

開
催
さ
れ
ま
す
。

▲おひさまクラスの親子交流

中
越
区
敬
老
会

　
８
月
24
日
、
中
越
区
の
敬
老
会
が

開
か
れ
、
49
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
小
学
生
に
よ
る
校
歌
や
５
団
体

の
演
芸
発
表
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
伊
藤
恵
三
区
長
か
ら
は
「
高
齢

者
の
元
気
が
中
越
区
の
発
展
の
下
支

え
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
祝
辞
。

▲交流を深める参加者

▲はし使いの名人

▲ストラックアウト

▲空き缶積み

　
８
月
27
日
、
女
性
学
級
は
、「
村

長
と
語
る
会
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

自
己
紹
介
後
、
学
級
長
の
進
行
で
高

齢
者
対
策
や
教
育
、
農
業
の
将
来
な

ど
の
身
近
な
課
題
に
つ
い
て
質
問
や

提
案
な
ど
、意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
当
初
、
緊
張
気
味
の
学
級
生
も
村

長
の
親
し
み
や
す
い
対
応
で
徐
々
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
始
め
、
各
々
の
思
い

を
語
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲村長と語り合う学級生

村
長
と
語
る
会

　
　
　
　
　
　
女
性
学
級
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〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
炎え

ん

を
薙な

ぐ 
(

池い
け
な
が永

　
　
陽よ

う)

○
孤こ

ど

く独
の
力

ち
か
ら 

(

五い

つ

き木
　
寛ひ

ろ
ゆ
き之)

○
虫

む
し
む
す
め娘 

(

井い
の
う
え上

　
荒あ

れ

の野)

○
後ご

さ
い
ぎ
ょ
う

妻
業 

(

黒く
ろ
か
わ川

　
博ひ

ろ
ゆ
き行)

○
ラ
ス
ト
レ
タ
ー 

(

さ
だ
ま
さ
し)

○
幻げ

ん

し肢 
(

島し

ま

だ田
　
荘そ

う

じ司)

○
壁か

べ

と
孔く

じ
ゃ
く雀 

(

小し
ょ
う
じ路

　
幸ゆ

き

や也)
○
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー

 
(

恒つ
ね
か
わ川

光こ
う
た
ろ
う

太
郎)

○
か
た
づ
の 

(

中な
か
じ
ま島

　
京き

ょ
う
こ子)

○
そ
れ
は
秘ひ

み

つ密
の 

(

乃の

な

み南
　
ア
サ)

○
緋ひ

の
天て

ん
く
う空 

(

葉は

む

ろ室
　
　
麟り

ん)

○
ギ
フ
テ
ッ
ド 
(
山や

ま

だ田
　
宗む

ね

き樹)

●
児
童
書

○
ト
ラ
ネ
コ
と
ク
ロ
ネ
コ

○
ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ほ
ん
や
さ
ん

○
気き

し
ょ
う象

の
図ず

か

ん鑑

○
月つ

き

へ
い
き
た
い
　
　
　
　
　
他

 

十
月
の
本
棚

宮田村図書館

 ☎ 85-2314
 （村民会館内） 

図
書
館
休
館
日

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

※
10
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

　
25
日(
土)
午
前
10
時
30
分
〜

学
習
室
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※
11
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　
12
日(

水)

午
前
10
時
30
分
〜

　
幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

10
／
14
㈫･

20
㈪･

27
㈪

11
／
4
㈫･

10
㈪･

17
㈪･

24
㈪

　
赤
ち
ゃ
ん
の
体
の
成
長
に
ミ
ル
ク

が
必
要
な
よ
う
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の

言
葉
と
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
は
、

抱
っ
こ
の
温
か
さ
の
中
で
優
し
く
語

り
か
け
て
も
ら
う
時
間
が
必
要
で

す
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
地
域
の
全

て
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
、「
赤

ち
ゃ
ん
と
絵
本
を
楽
し
む
時
間
の
大

切
さ
」
を
伝
え
な
が
ら
、
絵
本
を
手

渡
す
事
業
で
す
。
昨
年
六
月
に
改
訂

さ
れ
た
「
あ
か
ち
ゃ
ん
と
お
か
あ
さ

ん
へ
お
す
す
め
え
ほ
ん
」の
冊
子
は
、

図
書
館
内
で
自
由
に
持
ち
帰
り
で
き

ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　
宮
田
村
図
書
館
ま
つ
り
展
示
企
画

で
、
皆
さ
ん
の
お
す
す
め
の
本
を
募

集
し
ま
す
。
自
分
の
お
気
に
入
り
の

本
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

募
集
期
間

　
10
月
10
日
㈮
〜
11
月
７
日
㈮

提
出
先

宮
田
村
図
書
館
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ポ

ス
ト
ま
で

　
提
出
い
た
だ
い
た
作
品
を
図
書
館

ま
つ
り
（
11
／
29
日
・
30
日
）
に
お

い
て
館
内
展
示
し
ま
す
。

※
詳
細
は
宮
田
村
図
書
館
ま
で

〜
読
書
の
輪
を
広
げ
よ
う
〜

『
読
書
レ
ビ
ュ
ー
』
を

　
　
　
募
集
し
ま
す
!!

〜
絵
本
を
通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
と

　
　
　
　
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
〜

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
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　標高 1,451㍍の鉾
ほこだて

立山頂に位置する鉾立神

社（権現）の南東側、鳥居の手前に三十三体

の石製観音像が祀られています。

　これらの観音像は、1878（明治 11）年、

南割の「庚申原辻」を起点として鉾立神社に

至る約 3.1㌔の参道沿いに祀られたもので、

宮田村と旧西春近村南部の人々によって寄進

されました。この参道は、牛馬の餌となる秣
まぐさ

の刈り取りや、西駒ヶ岳の登山ルートの一

つとしても利用され、道行く人々を見守る

観音様として、長年大切にされてきました。

1975（昭和 50）年、散失を防ぐために現在

の位置に集められ、1981（昭和 56）年、村

の文化財に指定されています。

シリーズ村の文化財 ⑥

鉾立神社の参道に祀られた「鉾立の三十三観音」　（村指定文化財）

問教育委員会 生涯学習係　☎８５－２３１４

写真奥、最後の急な坂を登り切ると鉾立の祠が建つ

▲あかちゃんは絵本が大好き♪
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こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
/
長
野
県
上
伊
那
郡
宮
田
村
役
場
　
　
　
     ☎

0265-85-3181

■
編
集
/
広
報
編
集
委
員
会
　
E
-m
a
il kika

ku@
vill.m

iya
da
.na
g
a
no.jp

■
印
刷
/
龍
共
印
刷
株
式
会
社
　
　
　
  ■
平
成
26
年
9
月
11
日
発
行

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
/
長
野
県
上
伊
那
郡
宮
田
村
役
場
　
　
　
     ☎

0265-85-3181

■
編
集
/
広
報
編
集
委
員
会
　
E
-m
a
il kika

ku@
vill.m

iya
da
.na
g
a
no.jp

■
印
刷
/
龍
共
印
刷
株
式
会
社
　
　
　
  ■
平
成
26
年
10
月
９
日
発
行
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夏休みの体験教室

　宮田村教育委員会では、7月 28 日から 3日間、夏休み中の小学生を対象

とした体験教室「本陣おいで塾」を実施しました。宮田宿本陣での座学や太

田切川での水遊びを体験。その中で、宮田高原での飯ごう炊さんをしました。

今まで家でお手伝いをすることはあっても、ご飯もおかずもデザートも全部

自分たちだけで作ることなんてあまりなかった子どもたち。包丁で野菜を切

るのも、お米を研ぐのも、思っていたよりもずっとずっと難しい…。まして

や、飯ごうなんて見るのも初めて！

　一生懸命作ったお昼ご飯は、いつもよりなんだかおいしく感じました！自

分たちで挑戦したからこそ、普段当たり前のように食べていた食事のありが

たさを改めて実感できました。

宮田高原で飯ごう炊さん
食 　宮田

とした

育
推進

だよ
り

宮田
村食
育推
進会
議

参加した児童の感想

・「火をおこしてカレーを作った。つかれたけど、楽しかった」

・「野菜が上手に切れた！」

・「ご飯をたく係りで、まずお米をといで、火をたきました。

お米をとぐとき、ちょっと難しかったけど、うまくでき

てよかった」

・「みんなで協力しておいしいカレーができてよかったです」

・「初めてご飯をたきました。けむりがとても多くて大変だっ

たけど、ご飯がたけてうれしかったです」

お米をとぐのって難しい カレーの野菜を切るぞ 上手に炊けるかな

おいしーい！

上手に炊けるかな

まきわりにも挑戦！

● この日のメニュー ●   カレー /ご飯 /ゼリー /スイカ

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは 役場みらい創造課協働係☎ 85-3181『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは 役場みらい創造課協働係☎ 85-3181

秋の火災予防運動

もういいかい 火を消すまでは まぁだだよ
11 月 9日～ 15 日

全国統一標語

伊南管内の火災原因（平成 25 年）

　約45%が たき火や刈り草焼き

問 宮田村消防団 ☎ 85-3181 / 北消防署 ☎ 81-0119

H25
伊南管内の
火災原因

たき火や
刈り草焼き
 16 件電気機器

配線など ７件

その他・不明 
７件

車両・コンロ
ストーブ・風呂
など　計６件

屋外での火の取り扱いには十分注意しま
しょう。また電気機器による火災が全国的
にも増えています。コードを束ねたり、た
こ足配線をしたりせず、不要なコードはコ
ンセントから抜くことを心がけましょう！


